
あい・さかい・サポーター養成事業（拡充） 
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本事業は、子ども家庭課及び幼保推進課の共催とする。 

また、研修内容に応じ、子ども相談所、教育委員会等に協力を依頼する。 

 

地域の認定こども園・幼稚園・事業所等、子どもの発達支援に携わるすべての機関において、

発達障害など特別な支援を必要とする子どもとその家族に適切な支援を行うことができるよ

う専門研修を実施し支援力の向上を図る。また、各機関及び地域において中核となるサポート

リーダーを養成する。 

障害のある子ども・特別な支援が必要な子どもの支援に携わる者。 

＊２か年の研修を修了したサポートリーダーは、所属機関の他の職員のほか、地域の他機関と

連携し助言等を行うものとする。 

養成期間 ２か年（約１８回） 

○1年目：基礎講座 12回(全員対象) 

 主に講義形式による 

 「発達」「アセスメント」「障害理解」「福祉制度」「家族支援」「療育」「事例検討」等 

○2年目：応用講座 6回（職種別コース、グル－プワーク等） 

 ・保育士・幼稚園教諭・指導員（直接支援者）コース 

・保健師・相談員（相談支援者）コース 

 講義及びグループワークによる 

 「連携」「支援計画」「カウンセリング」「特別支援教育」「事例検討」「実践」等 

 

＊堺版新しい公共創出事業「ぴあリーダー養成事業」（Ｈ25/26年度）において研修を修了し「ぴ

あリーダー」となった者は、基礎講座（一部免除）を受講しサポーター資格を取得できる。 

 

 

平成 27年度生（1年目）121名のうち、修了者を対象に応用講座を実施 

平成 28年度生（1年目）の受講者を募集し基礎講座を実施 

 


